
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

同志社大学の馬場先生をお招きし、理系のための英語論文の書き方をご講演

頂きます。先生は一流の工学研究者でもあるとともに、自らの留学経験も踏まえ

た、英語論文の書き方に関する書籍執筆や講演の実績が豊富です。 

研究内容を英語で正確にわかりやすく読者、査読者に伝えるためのポイント

を学んでいただき、よりアクセプトされ、引用される論文の執筆におさい。 

学生、若手技術者、研究者だけでなく、幅広い層のご参加をお待ちしています。 

 

 

想像してみてください・・・ 

 

 

［講師紹介］Ritsuko McHugh（メキュー律子） 
 

 
 

•自分のスピーチをオーディエンスが笑顔で聞いてるところ

•伝えたい内容を100％伝えられているところ

• Q&Aも余裕でこなし、懇親会で多くの人に囲まれる自分

•自信をもって握手をし、英語で共同研究を語る自分

日時： 2019 年 9 月 4日（水）12：40-13：40 

会場： 琉球大学 工学部 1 号館 322講義室 

 

英語セミナー 
気持ちよく受け入れてもらうための英語発表 

～こんなことから始めよう！～  
 

 

 

（講演概要） 

研究者は“研究だけ″、ではもったいない！あなたが与える Impression（印象・感銘・感動）を今まで考えたことがありますか？

ちょっとした気持ちの持ち方、立ち振る舞いの違い、そして英語の違いで大きく Impressionを変えることができます！あなたの

声を届けるためには Impressionが今ほど重要視されている時代はないでしょう。世界中で新しい技術が刻々と進化し続ける今だ

からこそ、世界中の多くの人にあなたの発見をスムーズに届けましょう。“デリバリーの重要性”を中心に、聞き手が苦労せず

に、気持ちよく聞いてくれる発表、そのためのヒントをお届けします。自分の魂・青春をかけた研究に翼をつけてあげましょう。 

 

 

（講師プロフィール）エアライン・ホテル接客教官、通訳／翻訳、企業や大学

で英語学習・留学のカウンセラー。福岡出身。航空会社、ホテル、外資系企業

等で勤務、海外生活・留学経験（留学経験はありますが、英語圏はなし）から

見える日本人の、特に研究者・発表者の英語、また、英論文校正会社勤務の経

験から、著者にぜひ実践してほしいことを今回お話します。TOEIC LR990、

TOEIC SW200/200、英検 1 級、世界遺産検定 2 級、ほめ達検定 3 級。 


